
 

  ２/１４（金）～３/２１（金）の行事
    

 
 
 

                             報道発表資料の配付日時 ２月１７日（月）    
 

発 表 項 目 
（行 事 名 ） 

 「ブックドネーションキャンペーン」の実施について 

概 要 

 

「ほっかいどう未来チャレンジ基金」を活用し、北海道から海外へ挑戦する若者
の海外留学を応援する事業を安定的に展開するため、北海道と古本募⾦「ハピぼ
ん」がタイアップし、古本等を提供いただき、その買取代⾦を基⾦に寄附する取組
を⾏っています。 
 本取組を更に広げていくため、十勝総合振興局において「ブックドネーションキャ
ンペーン」を実施いたします。 

記 

１ 開催日程 

     令和７年２月１４日（金）～令和７年３月２１日（金） 

 

２ 内容 

    キャンペーン期間中に振興局１階ロビーに「回収ボックス」を設置 

 

3 回収対象 

    （１）本（ISBNコード（国際標準図書番号）があるもの） 

    （２）DVD、CD、ゲームソフト（JANコード（バーコード）があるもの） 

    （３）書き損じはがき                    （回収場所）振興局１階ロビ－ 

    （４）未使用切手                        

    ※寄贈対象・対象外の詳細については、 

別紙チラシをご参照ください。 

 

  ５ その他 

「札幌買取一番」を運営する「合同会社NORTH CREATE」の社会貢献活動で
ある古本募金ハッピープロジェクト「ハピぼん」とのタイアップ事業です。 

 

参 考 

 （１）古本募金「ハピぼん」について〈https://hapibon.com〉 

（２）ほっかいどう未来チャレンジ基金について 

    〈https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/ckk/mirai-jinzai.htm〉 

 
報道(取材) 
に当 たって 
の お 願 い 

 

他 のクラブ 
と の 関 係 

 同 時 配 付 
 同 時 レ ク 
 記 者 レ ク 

 

そ の 他  

担     当 
（連 絡 先 ） 

 北海道十勝総合振興局地域創生部地域政策課地域政策係 （担当：石山） 

 ＴＥＬ ０１５５－２６－９０１９（直通） 

 





×

古本募⾦「ハピぼん」で、意欲と能⼒のある道内の若者たちの海外挑戦の応援にご協⼒ください︕
平成28年12⽉、北海道から海外へ挑戦する若者の海外留学を応援する「ほっかいどう未来チャレ

ンジ基⾦」を創設しました。
この基⾦を活⽤して安定的に事業を展開するため、道と古本募⾦「ハピぼん」がタイアップし、

皆様の不要になった古本等を提供いただき、その買取代⾦を基⾦に寄附する取組を⾏っています。
この取組は「札幌買取⼀番」を運営する「合同会社NORTH CREATE」の社会貢献活動である古

本募⾦ハッピープロジェクト「ハピぼん」を利⽤するものです。

・回収した古本等を査定
・買取額を「ほっかいどう

未来チャレンジ基⾦」に
寄附

「ハピぼん」の作業

品物の査定・
買取額の寄付

・各⾃で本及びCD･DVD
等を回収箱に⼊れる

・振興局で本を選別
・ハピぼんへ回収を依頼

振興局（地域政策課）に
古本等を持参 選別・回収依頼

参加者へのお願い 本庁・振興局



古本やDVD等について

着払い託送の道・市町村機関におかれては、託送費⽤をハピぼんが完全負担しているため、
値が付けられない、または値が低い古本等が多い場合は、託送費⽤が商品価値を上回り、
送料無料サービスの維持に⽀障がでることも考えられます。
つきましては、このような事情をご賢察いただき、⾼値で買取することができるような古本等
（発刊後半年以内の書籍や劣化しにくいゲームソフト等）のご提供について、ご配慮願います。

買取できるもの

① 本〜ISBNｺｰﾄﾞ（国際標準図書番号）があるもの
（専⾨書、⽂芸書、⽂庫本、新書、児童書、絵本など）
② DVD、CD、ゲームソフト〜JANｺｰﾄﾞ（ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ）があるもの
③ 書き損じハガキ
④ 未使⽤切⼿

① 販売⽇から新しいもの（発刊後半年以内の
書籍を⾼額買取）

② ⾒た⽬がきれい、新品同様、美本、
ゲームソフト等

③ 買取できないものはないか再チェック

ISBNｺｰﾄﾞ

特に望ましい書籍等
○百科事典、個⼈出版の本、漫画雑誌、週刊誌、
コンビニコミック、⾮売品、ＶＨＳ、
ビデオテープ、レコード、
ケースのないＤＶＤ／ＣＤ／ゲームソフト、
保存状態の悪いもの（書き込み、破損等）

買取できないもの
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